
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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■ 長野しんきん 景況調査レポート
■ 企業アンケート インバウンド ①
■ 生活者アンケート インバウンド ①
■ 北信濃  江戸時代の風景  （48）蔵庭のある酒蔵店
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　古戦場から西の空を見つめる、県歌「信濃の国」でも謳われている偉人。彼の思
想は「和魂洋才」、東洋の道徳を重んじながら、西洋の科学を取り入れるという先覚
的なもの。幕末の志士に大きな影響を与え、明治以降の日本の指針となりました。
　眼光鋭く大柄な彼に対し、横浜に上陸したペリー提督が思わず会釈をしたという
逸話も。４月に開学した「長野県立大学」の学生寮にも彼の名前が使われています。
　銅像正面からの写真は裏表紙をご覧ください。

長野市　

川中島古戦場
史跡公園











0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

43.5

2.1

41.2
50.0

0.0

43.4 36.2 40.8

●「訪日外国人の増加」についてどのように考えているか（％）

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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●「訪日外国人の増加による売上へのプラス影響」は、間接的なものも含めてあるか（％）

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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　訪日外国人の増加　４社に３社が［好ましい］と
答え、［好ましくない］と答えたのは７％でした。
　売上にプラスの影響　 「大いに」５％と「多少」17
％を合わせた［影響がある］は22％、［影響がない］
は68％でした。

　「訪日外国人の増加についてどのように考えてい

るか」を聞きました。
　「非常に好ましい」（13％）と「好ましい」（62％）を
合わせた［好ましい］はほぼ４分の３となり、｢あま
り好ましくない」（５％）と「好ましくない」（１％）
を合わせた［好ましくない］は７％でした。「わから
ない」は14％です。
　従業員の規模で比べると、30人未満の［好ましい］
73％、［好ましくない］８％に対して、30人以上は
77％、３％となり、大差はありませんでした。

　 
　製造業　［好ましい］は全産業（平均）より２㌽高
い76％ですが、［好ましくない］（３％）は他業種に
比べて最も低くなりました。
　建設業　［好ましい］は他業種に比べて最も低い
67％ですが、［好ましくない］（６％）は製造業に次
いで低く、｢わからない」（20％）は他業種に比べて
最も高くなりました。
　卸小売業　［好ましい］（82％）は他業種に比べて
最も高くなりました。｢わからない」（６％）は他業
種に比べて最も低くなりました。
　サービス業　［好ましい］（74％）は平均ですが、
［好ましくない］（11％）は他業種に比べて最も高く
なりました。

　

　「訪日外国人の増加による売上へのプラス影響
は、間接的なものも含めてあるか」を聞きました。
　「大いにある」（５％）と ｢多少ある」（17％）を合わ
せた［影響がある］は22％、｢あまりない」（38％）と 
｢全くない」（30％）を合わせた［影響がない］は68％
でした。
　従業員の規模で比べると、30人未満の［影響があ
る］18％、［影響がない］72％に対して、30人以上は
34％、58％となり、大差がつきました。

　製造業　［影響がある］は21％、［影響がない］は
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71％でした。
　建設業　［影響がある］（13％）は他業種に比べて
最も低く、他方［影響がない］は74％で、「わからな
い」（10％）は他業種に比べて最も高くなりました。
　卸小売業　［影響がある］は23％、［影響がない］
は67％です。
　サービス業　［影響がある］（35％）は他業種に比
べて最も高く、他方［影響がない］（59％）は他業種

に比べて最も低くなりました。

［調査要領］
実施期日：2018（平成30）年６月上旬～中旬  
実施方法：第172回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収244社（製造業72社、建設業69社、
　　　　　卸小売業49社、サービス業54社）
　　　　　うち従業員30人未満180社（73.8％）

企業アンケート　インバウンド ①  30年6月調査

●従業員の「過不足状況」（％）

に関する企業からのコメント

　製造業

◇東京オリンピック前までは良い状況が続くだろう 

　が、その後が心配である。 （食料品）

◇日本を訪れた外国人が機内食や食堂で蕎麦の味を

　覚え、将来的に輸出増に繋がればと思う。（そば）

◇食べて土産を買ってもらうだけでは長続きしない。

　リピートや長期滞在を増加させるべく、エンター

　ティメントな体験（日本文化、人との交流）を充

　実させるべき。 （農産物加工）

◇リピーターに繋がる仕組みを作る。日本製の生活

　用品の使用を提案。 （一般機械）

◇製造業のためインバウンドの影響はない。ビジネ

　スとしては海外展示会等に出展し販売増を目指す。  

 （医療機器）

◇景気回復のための観光ビジネスではなく、魅力的

　な地域づくりをした結果、観光にも貢献できたと

　いう本来の姿を。 （電子部品）

　建設業

◇別荘等の建築顧客が考えられるが、文化が違う外

　国人の信頼性及び資金等の情報の取得方法がわか

　らない。 （総合建設）

◇現段階では外国人顧客はいないが、次世代になれ

　ば取り組むべき課題である。

◇インバウンドを意識した空店舗等の有効活用リフ

　ォームがあった。 （以上建築）

　卸小売業

◇免税店申請手続き等を商工会単位で研修してほし

　い。 （酒類卸小売）

◇インバウンド増加は良いことだが、窃盗や暴力事

　件の増加も危惧される。 （スーパーマーケット）

◇小売・飲食業の人手不足が更に深刻化。サービス

　低下を招くことが心配。

◇外国人旅行者が長時間の買物が出来るような観光

　バス駐車場の確保が必要。 （以上食料品小売）

◇歴史的建築物や風景を見せる観光だけでなく、日

　本文化の体験型施設を整備しては。（衣料品小売）

◇ディープな長野観光として戸隠の忍者は人気。し

　かしバスの本数が少なくタクシーは高い。観光地

　間の交通対策を。 （雑貨小売）

◇クレジットカード以外のキャッシュレス化が必要

　となり、これからの課題である。 （土産品小売）

　サービス業

◇クレジットカード決済には多額の設備投資が必要。  

 （タクシー）

◇時間がルーズ、マナーの違い、入金されるまでが

　不安。 (バス・タクシー）

◇インバウンド向け観光ガイドの飲食店情報を充実

　してほしい。　

◇インバウンドは好影響をもたらすが、反面、外国

　人の多い店を日本人が敬遠する傾向もあり、今後

　の課題である。

◇自前のホームページよりも外国人にクチコミを発

　信してもらう。現地のＳＮＳを参考にする旅行者

　が多いため。 （以上飲食店）

◇日本の少子化による人口減が進めば、自ずと外国

　人顧客の獲得に努力しなくては。 （和風旅館）

◇とにかく外国語が話せなければ無理がある。

 （不動産）

人手不足が
深刻である

やや人手不足

過不足なく
適正状態

過剰である

無回答

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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訪日外国人の増加 
［好ましい］ 30人未満73％ 30人以上77％

業種別

［好ましい］卸小売82％ 建設67％
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ない」は14％です。
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最も高くなりました。｢わからない」（６％）は他業
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　サービス業　［好ましい］（74％）は平均ですが、
［好ましくない］（11％）は他業種に比べて最も高く
なりました。

　

　「訪日外国人の増加による売上へのプラス影響
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◇現段階では外国人顧客はいないが、次世代になれ

　ば取り組むべき課題である。
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◇小売・飲食業の人手不足が更に深刻化。サービス
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◇外国人旅行者が長時間の買物が出来るような観光
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◇クレジットカード以外のキャッシュレス化が必要

　となり、これからの課題である。 （土産品小売）

　サービス業

◇クレジットカード決済には多額の設備投資が必要。  

 （タクシー）

◇時間がルーズ、マナーの違い、入金されるまでが

　不安。 (バス・タクシー）

◇インバウンド向け観光ガイドの飲食店情報を充実

　してほしい。　

◇インバウンドは好影響をもたらすが、反面、外国

　人の多い店を日本人が敬遠する傾向もあり、今後

　の課題である。

◇自前のホームページよりも外国人にクチコミを発

　信してもらう。現地のＳＮＳを参考にする旅行者

　が多いため。 （以上飲食店）

◇日本の少子化による人口減が進めば、自ずと外国

　人顧客の獲得に努力しなくては。 （和風旅館）

◇とにかく外国語が話せなければ無理がある。

 （不動産）

人手不足が
深刻である

やや人手不足

過不足なく
適正状態

過剰である

無回答

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

9.3

39.7

46.8

0.8

49.0

7.3

39.0

50.3

0.6

15.0

41.7

36.7

1.7

46.3

56.7

3.9

40.8
44.7

48.7

0.0

9.2

43.1

46.2

1.5

0.0

2.1

34.0

59.6

2.1

2.1

52.3

36.1
24.5

38.8

32.7

2.0

2.0

63.3

人
手
不
足

適正

過剰

外国人顧客へのビジネス対応

［好ましい］74％ ［好ましくない］7％
［影響はある］22％ ［影響はない］68％

訪日外国人の増加

売上にプラスの影響

非常に好ましい

好ましい

あまり好ましくない
好ましくない

わからない

無回答

12.7 11.7
15.6 13.9

7.2

14.3
16.7

61.5 61.7
60.9

62.5

59.4

67.3

57.4

5.3 6.1
3.1 2.8

2.9

8.2

9.3

1.2
1.7 0.0 0.0

2.9

0.0
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15.3

5.6
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好
ま
し
い
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73.4

7.8

76.5

3.1

76.4

2.8

66.6

5.8
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11.2

4.9

17.2

38.1
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6.6

2.9

3.3

14.4

41.7

30.6

6.7

3.3

9.4

25.0

28.1
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6.3

1.6

5.6

15..3

26.4

44.4

6.9
1.4

0.0

13.0

34.8

39.1

10.1

2.9

4.1

18.4

55.1

12.2

6.1

4.1

11.1

24.1

42.6

16.7

1.9
3.7

22.1

68.4

17.7

72.3

34.4

57.8

20.9

70.8

13.0

73.9

22.5

67.3

35.2

59.3

影
響
が
あ
る

影
響
が
な
い

大いにある

多少ある

あまりない

全くない

わからない

無回答

訪日外国人の増加 
［好ましい］ 30人未満73％ 30人以上77％

業種別

［好ましい］卸小売82％ 建設67％
売上へのプラス影響

［影響がある］ 30人未満18％ 30人以上34％

業種別

［影響がある］サービス35％ 建設13％
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●「訪日外国人の増加」についてどのように考えているか（％）

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

43.5

2.1

0.8 0.0

4.3

●「訪日外国人の増加による売上へのプラス影響」は、間接的なものも含めてあるか（％）

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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6

　訪日外国人の増加　４社に３社が［好ましい］と
答え、［好ましくない］と答えたのは７％でした。
　売上にプラスの影響　 「大いに」５％と「多少」17
％を合わせた［影響がある］は22％、［影響がない］
は68％でした。

　「訪日外国人の増加についてどのように考えてい

るか」を聞きました。
　「非常に好ましい」（13％）と「好ましい」（62％）を
合わせた［好ましい］はほぼ４分の３となり、｢あま
り好ましくない」（５％）と「好ましくない」（１％）
を合わせた［好ましくない］は７％でした。「わから
ない」は14％です。
　従業員の規模で比べると、30人未満の［好ましい］
73％、［好ましくない］８％に対して、30人以上は
77％、３％となり、大差はありませんでした。

　 
　製造業　［好ましい］は全産業（平均）より２㌽高
い76％ですが、［好ましくない］（３％）は他業種に
比べて最も低くなりました。
　建設業　［好ましい］は他業種に比べて最も低い
67％ですが、［好ましくない］（６％）は製造業に次
いで低く、｢わからない」（20％）は他業種に比べて
最も高くなりました。
　卸小売業　［好ましい］（82％）は他業種に比べて
最も高くなりました。｢わからない」（６％）は他業
種に比べて最も低くなりました。
　サービス業　［好ましい］（74％）は平均ですが、
［好ましくない］（11％）は他業種に比べて最も高く
なりました。

　

　「訪日外国人の増加による売上へのプラス影響
は、間接的なものも含めてあるか」を聞きました。
　「大いにある」（５％）と ｢多少ある」（17％）を合わ
せた［影響がある］は22％、｢あまりない」（38％）と 
｢全くない」（30％）を合わせた［影響がない］は68％
でした。
　従業員の規模で比べると、30人未満の［影響があ
る］18％、［影響がない］72％に対して、30人以上は
34％、58％となり、大差がつきました。

　製造業　［影響がある］は21％、［影響がない］は

7 8

71％でした。
　建設業　［影響がある］（13％）は他業種に比べて
最も低く、他方［影響がない］は74％で、「わからな
い」（10％）は他業種に比べて最も高くなりました。
　卸小売業　［影響がある］は23％、［影響がない］
は67％です。
　サービス業　［影響がある］（35％）は他業種に比
べて最も高く、他方［影響がない］（59％）は他業種

に比べて最も低くなりました。

［調査要領］
実施期日：2018（平成30）年６月上旬～中旬  
実施方法：第172回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収244社（製造業72社、建設業69社、
　　　　　卸小売業49社、サービス業54社）
　　　　　うち従業員30人未満180社（73.8％）

企業アンケート　インバウンド ①  30年6月調査

●従業員の「過不足状況」（％）

に関する企業からのコメント

　製造業

◇東京オリンピック前までは良い状況が続くだろう 

　が、その後が心配である。 （食料品）

◇日本を訪れた外国人が機内食や食堂で蕎麦の味を

　覚え、将来的に輸出増に繋がればと思う。（そば）

◇食べて土産を買ってもらうだけでは長続きしない。

　リピートや長期滞在を増加させるべく、エンター

　ティメントな体験（日本文化、人との交流）を充

　実させるべき。 （農産物加工）

◇リピーターに繋がる仕組みを作る。日本製の生活

　用品の使用を提案。 （一般機械）

◇製造業のためインバウンドの影響はない。ビジネ

　スとしては海外展示会等に出展し販売増を目指す。  

 （医療機器）

◇景気回復のための観光ビジネスではなく、魅力的

　な地域づくりをした結果、観光にも貢献できたと

　いう本来の姿を。 （電子部品）

　建設業

◇別荘等の建築顧客が考えられるが、文化が違う外

　国人の信頼性及び資金等の情報の取得方法がわか

　らない。 （総合建設）

◇現段階では外国人顧客はいないが、次世代になれ

　ば取り組むべき課題である。

◇インバウンドを意識した空店舗等の有効活用リフ

　ォームがあった。 （以上建築）

　卸小売業

◇免税店申請手続き等を商工会単位で研修してほし

　い。 （酒類卸小売）

◇インバウンド増加は良いことだが、窃盗や暴力事

　件の増加も危惧される。 （スーパーマーケット）

◇小売・飲食業の人手不足が更に深刻化。サービス

　低下を招くことが心配。

◇外国人旅行者が長時間の買物が出来るような観光

　バス駐車場の確保が必要。 （以上食料品小売）

◇歴史的建築物や風景を見せる観光だけでなく、日

　本文化の体験型施設を整備しては。（衣料品小売）

◇ディープな長野観光として戸隠の忍者は人気。し

　かしバスの本数が少なくタクシーは高い。観光地

　間の交通対策を。 （雑貨小売）

◇クレジットカード以外のキャッシュレス化が必要

　となり、これからの課題である。 （土産品小売）

　サービス業

◇クレジットカード決済には多額の設備投資が必要。  

 （タクシー）

◇時間がルーズ、マナーの違い、入金されるまでが

　不安。 (バス・タクシー）

◇インバウンド向け観光ガイドの飲食店情報を充実

　してほしい。　

◇インバウンドは好影響をもたらすが、反面、外国

　人の多い店を日本人が敬遠する傾向もあり、今後

　の課題である。

◇自前のホームページよりも外国人にクチコミを発

　信してもらう。現地のＳＮＳを参考にする旅行者

　が多いため。 （以上飲食店）

◇日本の少子化による人口減が進めば、自ずと外国

　人顧客の獲得に努力しなくては。 （和風旅館）

◇とにかく外国語が話せなければ無理がある。

 （不動産）

人手不足が
深刻である

やや人手不足

過不足なく
適正状態

過剰である

無回答

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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不
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過剰

外国人顧客へのビジネス対応

［好ましい］74％ ［好ましくない］7％
［影響はある］22％ ［影響はない］68％

訪日外国人の増加

売上にプラスの影響

非常に好ましい

好ましい

あまり好ましくない
好ましくない

わからない

無回答
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影
響
が
あ
る

影
響
が
な
い

大いにある

多少ある

あまりない

全くない

わからない

無回答

訪日外国人の増加 
［好ましい］ 30人未満73％ 30人以上77％

業種別

［好ましい］卸小売82％ 建設67％
売上へのプラス影響

［影響がある］ 30人未満18％ 30人以上34％

業種別

［影響がある］サービス35％ 建設13％









総合企画部

　「『外国人観光客の増加』で困っている
こと」を聞きました。
　１位の「外国語が話せないので、コミュ
ニケーションがとれない」（47％）をはじ
め、「観光地・店舗等で騒々しい」「治安面
や衛生面等から不安を感じるようになっ
た」「マナーや文化慣習の違いからトラ
ブルが増えた」「宿泊施設や交通機関が混
雑し、利用しづらくなった」（21％）の５
項目が２割を超えました。
　10～20代は「トラブルが増えた｣（39％）、
30～40代は「コミュニケーション」（54％）
と「宿泊施設や交通機関が混雑」（25％）、
50代以上は「騒々しい」（46％）と「治安面
や衛生面の不安」（41％）、女性は「治安面
や衛生面の不安」（39％）、男性は「騒々し
い」（41％）が高率になっています。 
　　　　　　　　　〈当金庫・30年６月調査〉

●「外国人観光客の増加」
　で困っていること（％）

インバウンド ①　生活者

0 10 20 30 40 50

0 10

20

30 40 50

※「無回答」（全体4.4％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える

全体

男性

女性

本店　〒380-8686　長野市居町 133-1　TEL 026-228-0221㈹

●「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラーにてご覧いただけます●
長野信用金庫　URL http：//www. nagano-shinkin. jp/

 

38.7

34.8

26.3

47.2

20.9

4.9

2.1

1.8

石　堂　支　店
（伊勢宮支店）
篠 ノ 井 支 店
（川  柳  支  店）
大 門 町 支 店
（桜枝町支店）
本 店 営 業 部

本　　　　　部

本　　　　　部

若　槻　支　店
（城  北  支  店）
稲 荷 山 支 店
（屋  代  支  店）
長　池　支　店
（大豆島支店）
中　野　支　店
（小布施支店）
権　堂　支　店
（善光寺下支店）
須　坂　支　店

（墨坂支店・太子町支店）

東 長 野 支 店
（柳  原  支  店）
上 山 田 支 店

（戸倉支店・坂城支店）

山 ノ 内 支 店
（飯  山  支  店）
川 中 島 支 店

（川中島駅前支店）
豊　野　支　店

七　瀬　支　店
（南　支　店）
松　代　支　店
（更  北  支  店）

飯　綱　支　店

古　里　支　店
（吉  田  支  店）

●｢外国人観光客の増加｣で困っていること

｢コミュニケーションがとれない｣ 47％  ｢観光地・店舗で騒 し々い｣ 39％

外国語が話せないので、
話しかけられてもコミュニ
ケーションがとれない

観光地・店舗等
で騒 し々い

治安面や衛生面等
から不安を感じる
ようになった

マナーや文化慣習の違
いから外国人観光客と
のトラブルが増えた

宿泊施設や交通機
関が混雑し利用しづ
らくなった

外国語の標記が増え、
標識が見づらくなった

外国人向けの商品
や陳列が増え、買い
物がしづらくなった

その他

県歌制定50周年

佐久間象山先生　像

みち一筋に　学びなば
　昔の人にや　劣るべき
古来山河の　秀でたる
　国は偉人の　ある習い
　   県歌　信濃の国　六番から

●みなさまの経営相談のご案内［8月］ （注）上の店名は開催場所、下の（　）内店名はその相談日に含まれる対象店です。

開　催　日 午　　前 午　　後 午　　前 午　　後開　催　日

8月 2日 木

  6日 月

  7日 火

 8日 水

  9日 木

 17日 金

8月 21日 火

  22日 水

  23日 木

  27日 月

  28日 火

  30日 木

●８月の「しんきん事業相談会」は８月１日㈬です


